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報告

報告：山本将博

500kV第２電子銃の進捗状況
Photocathode Physics for Photoinjector Workshopy j p
の報告。



500kV2号機の進捗・予定について

セラミック管ガードリング
今週中に仕様書確定、公告準備。今週中に仕様書確定、公告準備。
納期は2月中旬以降になる予定。

クライオポンプクライオポンプ
実機のチタンChamber改造。（ICF152排気口追加）
今月末頃に再度試運転実施か。

電子銃Chamber
SRGによるガス放出速度測定終了。（今週中）

/ メタ ゲ トバ ブ装着準備1000 L/s TMP, ICF253メタルゲートバルブ装着準備。
NEGカートリッジ装着部設計。

セラミック管
粗排気系の改良後、再ベーキング、ガス放出速度の再確認。



Photocathode Physics for Photoinjector Workshop @BNL

＊参加メンバーの主要部はSLAC,J‐LAB,Cornell,BNL,ANL,Berkeley
＊全体で約30名程度。
＊主にRF電子銃の金属カソ ド マルチアルカリカソ ドの話題が中心＊主にRF電子銃の金属カソード・マルチアルカリカソードの話題が中心
（銅、マグネシウム、ニオブ、鉛、銀等。および酸化物コーティング等）

＊USグループ以外では、Daresbury, PSIグループが参加
の ll氏がまとめ役＊SLACのD. Dowell氏がまとめ役

＊加速器屋と表面物性屋とのつながりを持つことがこの会の一つの目的
＊多くの観察・測定手法を用いて、その場観察の表面物性の観点から
低エミッタンス化、高量子効率化からカソードシュミレーションコードの
開発などを目指す

＊次回は2012年にCornell大学で開催予定次回 年 大学 開催予定
＊半導体カソードに関する報告は、
これまでのまとめ的な発表をSinclair氏が行い、我々の超格子カソードの他、
J‐LABのBulk GaAsを使った２光子励起の実験、BNLが中心的に進めているJ LABのBulk GaAsを使った２光子励起の実験、BNLが中心的に進めている
ダイヤモンドカソード、SLACのLiを使った活性化。

＊浜松フォトニクスの光電子増倍管に使われるマルチアルカリ表面についての
発言が多く見られた発言が多く見られた



ほぼ全ての発表内容は以下のリンクより参照可能。

https://indico.bnl.gov/conferenceDisplay.py?confId=290
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